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１．運転廃棄物の払出しについて

２．総合防災訓練の実施

平成２７年１２月

豊田ＰＣＢ廃棄物処理 事業だより(Ｎｏ.１４０）

１１月６日（金）に、豊田市消防本部と合同総合防災訓練を実施しました。

当日は、豊田市環境保全課からもオブザーバー参加を頂き、金属ナトリウム（ＳＤ剤）の消火訓

練も合わせて実施しました。

１０月２７日（火）に豊田市職員の立ち会いの
下、高濃度ＰＣＢ廃棄物（運転廃棄物ドラム
缶１２本）の１回目の搬出を行いました。

左の写真は運転廃棄物を投入したドラム缶
を収集運搬専用容器に積み込む作業をして
いるところです。

現場指揮本部での訓練の様 消火訓練の様子

運転廃棄物

豊田ＰＣＢ処理事業所内で無害化処理

低濃度ＰＣＢ廃棄物（5000mg/kg以下）
無害化処理認定施設での処理

高濃度ＰＣＢ廃棄物（5000mg/kg超）
ＪＥＳＣＯ北九州ＰＣＢ処理事業所でプラズマ処理

ＪＥＳＣＯではトランス・コンデンサなどのＰＣＢ廃棄物を処理するとともに、処理工程においてＰＣ
Ｂに汚染された運転廃棄物（防護服・ウエス等）も処理する必要があります。
運転廃棄物はＰＣＢの濃度により、以下の通り、処理を進めています。



３．社員提案制度の表彰

４．豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設 秋期定期点検のご案内

【豊田ＰＣＢ処理事業ＨＰ】　http://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/index.html
豊田ＰＣＢ処理事業所 電話：０５６５－２５－３１１０　FAX：０５６５－２４－０５４３
中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）

アザラシのピーちゃんデジ丸
問い合わせ先

ＰＣＢ処理事業紹介シリーズ 第１９回

豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設では、１２月４日（金）～１２月２７日（日）までの２４日間、設備を停止
して秋期定期点検を行います。定期点検の詳細については次号（Ｎｏ.１４１）でお伝えします。

活性炭、負圧管理、防油堤など

機器の二重化、停電等異常時の

自動バルブの安全側への開閉

オンラインモニタリング、DCS（コン
ピューターによる監視）

遮蔽フードの採用、引火性の低い
溶剤の採用など

具体的な安全対策

豊田ＰＣＢ処理事業所では『社員提案制度』を
実施しています。これは、安全で確実な操業、
作業効率化・合理化及びコスト削減等を目指し、
社員から随時、自発的に提案してもらい、優秀
な提案について表彰するものです。

平成２７年度第１回（平成２７年３月～平成２７
年９月分）には全４６件の提案がありました。そ
の多くは更なる安全性向上を図るものです。こ
れら提案の実現により、安全・安定的な操業に
ＪＥＳＣＯ及び運転会社が一丸となって取り組ん
でまいります。

今回は最優秀賞２件、優秀賞２件、佳作３件を
選出し、１１月２０日の安全集会において表彰
いたしました。

今月は施設における安全設計の考え方と安全対策についてご紹介します。
豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設では、施設外へのＰＣＢ漏洩と施設内での火災・爆発のリスクを
低下させることを前提に、以下のような多重防護構造を構築しています。


